
CONTENTS

▶

▶

（今号の主な内容）

合併に伴い課の場所が変わります

ストップ！児童虐待

人事行政の運営等の公表に
ついて
高齢者インフルエンザ予防接種・高齢
者要望等実態調査

佐賀市役所環境マネジメントシステム
の取り組み結果報告

掲示板

街角リポーターだより

児童センターの行事予定・
私立保育園子育てサロンの予定

「川を愛する週間」川をきれいに

佐賀市屋外広告物条例が制定されまし
た

【宮の淵橋とその風景】（富士町）

古湯温泉の宮の淵橋横の公孫樹一帯は、旧藩制時代までは淀姫神社が建っていた。初代小城藩主、鍋島元

茂公の観請により建設されたもので、宮の淵は往時の淀姫神社の跡地としての名称である。昭和初期までは

屋形舟が浮かび、河畔には少憩亭などがあり温泉観光客で賑わっていた。温泉郷を流れる川緑の遊歩道から

眺める宮の淵橋とその静かな佇まいは実に素晴らしい。夏、父と一緒に舗装のないデコボコ道を、窓を開け

たままのバスで遊びに来ていた頃を想いだす。 (絵／西川幸夫、文／濱崎忠雄)



本庁舎5階

本庁舎1階

◎問

9月18日㈫から、課の場所が次のとおり変わります

9月25日㈫から、課（係）の場所が次のとおり変わります

い合わせ 本庁 企画課 ☎40・7025 29・2095

倉

庫

倉

庫

課の名前 電話番号 現在の場所 新しい場所

市民税課 40・7060

資産税課 40・7070 本庁舎１階 本庁舎５階

納税課 40・7075

※本庁舎1階の総合窓口で交付している税の証明などについては、これまでどおり1階総合窓口で発行いたします。

(所得証明や納税証明など）

※期限内の納付書をお持ちであれば、午前9時から午後3時までは、本庁舎1階の佐賀銀行で納付ができます。

これまでの課(係)の名前
10月１日からの

課(係)の名前
電話番号 現在の場所 新しい場所

総務課 情報公開係 変更なし 40・7022 本庁舎１階 北東

こども課 子育て支援係 ※1 40・7285 大財別館 ３階
本庁舎１階

北西
こども課 保育幼稚園係 変更なし 40・7286 本庁舎１階 南西

こども課 子育てコーディネート係 40・7289 本庁舎１階 北西 変更なし

社会福祉課 障がい福祉室 障がい福祉課 40・7251
本庁舎１階 南西 変更なし

こども課 母子福祉係 福祉総務課 40・7252

社会福祉課 社会係 ※2 福祉総務課 40・7250 本庁舎１階 南西

保護課 変更なし
40・7260

～7263
本庁舎１階 北西

住宅福祉課 ※3 変更なし 40・7291
本庁舎 ６階

本庁舎１階

北東消防防災室 変更なし 40・7013

長寿・健康課 長寿推進係 ※4

〃 地域包括支援係
高齢福祉課

40・7253

40・7284
ほほえみ館 ２階

長寿・健康課 健康企画係 40・7280

〃 保健予防係 健康づくり課 40・7281 ほほえみ館 ２階 変更なし

〃 母子保健係 40・7282

(※1）“放課後児童クラブに関する

業務”を行っている「こども課子育

て支援係」は、大財別館3階から本

庁舎1階北西に移ります。

(※2）「社会福祉課社会係」が行っ

ている“介護保険の業務”は、「長寿・

健康課」が行うことになります。ま

た、場所が本庁舎1階南西から本庁

舎1階北東に移ります。

(※3）“市営住宅に関する業務”を

行っている「住宅福祉課」は、本庁

舎6階から本庁舎1階北東に移りま

す。

(※4）“高齢者福祉に関する業務”

を行っている「長寿・健康課の長寿

推進係と地域包括支援係」は、ほほ

えみ館2階から本庁舎1階北東に移

ります。
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見 集結果
佐賀市パブリックコメント制度

(市民意見聴取制度)
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平成19年７月２日㈪から７月31日㈫まで

実施しました、下記の案件に対する意見募

集について寄せられたご意見はありません

でした。

案 件 名 提出者 意見数
担当部署（本庁)

問い合わせ先
支所担当課

佐賀市中学校給食の実施について ０人 ０件

佐賀市教育委員会 学事課

保健体育係（佐賀市役所大

財別館２階）

☎40・7357 26・7378

教育課

■公 表 先 市のホームページ（http://www.city.saga.lg.jp/）「市政への参加」→「パブリックコメント」、

担当部署、情報公開コーナー（本庁１階東側）、各支所担当課

こ
ど
も
た
ち
を
暴
力
か
ら
守
る
た
め
に

［子どもへの暴力防止講座 開催日程］

開 催 日 時 開催場所

９月19日㈬ 10：35～ 西与賀小学校

９月27日㈭ 10：40～ 富士小学校

10月１日㈪ 14：50～ 富士南小学校

10月２日㈫ 14：00～ 本庄小学校

10月９日㈫ 10：35～ 新栄小学校

10月12日㈮ 10：20～ 諸富北小学校

10月18日㈭ 10：40～ 神野小学校

10月24日㈬ 11：05～ 春日北小学校

10月26日㈮ ９：30～ 松梅小学校

11月16日㈮ 10：35～ 日新小学校

11月29日㈭ 14：00～ 赤松小学校

11月30日㈮ 14：00～ 春日小学校

12月１日㈯ 14：00～ 北川副公民館

12月７日㈮ 14：00～ 兵庫小学校

１月15日㈫ 10：30～ 諸富南小学校



1 任免及び職員数に関する状況

本市における人事行政の公平性・透明性確保を目的とした「佐賀市人事行政の運営等の状況の公表に関する

条例」の規定に基づき、平成18年度における佐賀市の人事行政の運営等の状況をお知らせします。

⑴ 職員の競争試験の状況（平成18年度）

平成18年度は一般事務Ａ（大卒程度）をはじ

め、以下の採用試験を実施しました。

（単位：人)

区 分
申込

者数

受験者数

(Ａ)

最終合格

者数(Ｂ)

競争率

(Ａ)/(Ｂ)

一般事務Ａ 308 210 8 26.25倍

保育士 37 29 2 14.5倍

看護師 6 6 2 3.0倍

言語聴覚士 1 1 0 －

※最終合格者（看護師を除く）は、平成19年４月１日

付で採用している。

※看護師は、平成18年９月１日付で採用している。

⑵ 職員の採用、異動、退職等に関する任免の

状況

① 職員の採用の状況（平成18年４月１日)

平成17年度に実施した採用試験の最終合

格者６人を４月１日付けで採用しました。

採用者数（単位：人)

区 分
競争試験

男性 女性 計

一般事務Ａ 3 3 6

計 3 3 6

② 職員の退職の状況

(平成18年度)

退職者数（単位：人)

区分 男性 女性 計

定年退職 20 6 26

勧奨退職 11 7 18

その他 10 4 14

計 41 17 58

※併任解除等を除く

③ 職員の異動の状況（平成18年度）

４月及び10月の定期異動の他、必要に応じ職員の異動を実施

しました。

異動件数（単位：人)

区分

部長級

男
性

女
性

副部長級

男
性

女
性

課長級

男
性

女
性

副課長級

男
性

女
性

係長級

男
性

女
性

一般職級

男
性

女
性

計

男
性

女
性

昇任 2 7 8 3 9 18 15 11 41 32

その他 5 11 26 2 46 12 102 38 133 91 323143

計 7 18 34 5 55 30 117 49 133 91 364175

※その他は昇任を伴わない人事異動

⑶ 職員数の状況（平成18年４月１日現在）

① 部門別職員数 ② 年齢別職員数

一般行政

1148

67%

教育委員会

283

17%

その他

行政委員会

43

３%

水道局

89

５%

交通局

47

３%

病院

76

５%

※水道局、交通局職員は含まず



2 給与の状況

⑴ 人件費（一般会計決算見込）

区分
住民基本台帳人口

(18年度末)
歳出額 Ａ 人件費 Ｂ

人件費率
Ｂ╱Ａ

18年度
人

203,429
千円

67,500,574
千円

12,796,486
％

19.0

（注）人件費には、特別職（市長・市議会議員など）に支給される給料・報酬などを含む。

⑵ 職員給与費（一般会計当初予算）

区分
職員数
Ａ

給 与 費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 Ｂ

１人当たり給与費
Ｂ╱Ａ

19年度
人

1,359
千円

5,637,329
千円

1,053,335
千円

2,313,000
千円

9,003,664
千円

6,625

（注）職員手当には、退職手当を含まない。

⑶ 職員の初任給

(平成19年４月１日現在）

区 分 初任給

大学卒 170,200円
一般行政職

高校卒 138,400円

技能労務職 高校卒 134,000円

⑸ 期末手当・勤勉手当

区 分

平成19年度支給割合

６月期 12月期 合 計

１人当たり
平均支給
年額

(平成18年度)

期末手当 1.4月分 1.6月分 3.0月分 1,141千円

勤勉手当 0.725月分 0.725月分 1.45月分 533千円

（注）水道局、交通局及び富士大和温泉病院の職員を除く。

⑷ 職種別職員数、平均給料月額、平均年齢（平成19年４月１日現在）

職 種
職員数
(人)

構成比
(％)

平均給料
月額(円)

平均年齢

全 職 員 1,683 100.0 339,607 43歳４月

部長（理事を含む） 12 0.7 488,375 58歳６月

副部長・支所長（副理事を含む） 29 1.7 458,990 57歳３月

課長（参事を含む） 106 6.3 433,856 55歳７月
一

般

職

副課長（主幹を含む） 169 10.0 418,643 53歳３月

係長（主査を含む） 413 24.5 359,356 44歳２月

主任 339 20.1 280,363 34歳６月

主事・技師 109 6.5 209,057 28歳11月

保育士・幼稚園教諭 59 3.5 358,595 45歳８月

保健師 44 2.6 303,100 38歳６月

医師・歯科医師 9 0.5 455,933 42歳９月

栄養士・薬剤師等 16 1.0 301,869 42歳０月

看護師等 44 2.6 299,223 41歳10月

技能労務職 198 11.8 352,092 47歳８月

水道局・交通局 136 8.1 316,885 43歳０月

⑹ 退職手当（平成19年４月１日現在）

勤続期間 自己都合 勧奨・定年

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

その他加算措置 定年早期退職の特例措置(2～20％加算)

１人当たり
平均支給額

7,263千円 25,625千円

（注)１人当たり平均支給額は、平成18年度に退職した
水道局、交通局及び富士大和温泉病院の職員を除
く職員に支給された平均額。

⑺ 特殊勤務手当（平成19年４月１日現在)

支給職員１人当たり平均支給月額 8,230円

職員全体に占める手当支給職員の割合 17.4％

手当の種類（手当数） 22種類

代表的な手当の名称と内容
・廃棄物処理作業手当…廃棄物処理作業の業務に

従事した場合
・税務等事務手当…徴収、財産差押、調査・検査

に従事した場合
・保健指導業務手当…結核患者等の家庭を訪問し、

保健指導の業務に従事した
場合 など

（注)平成19年４月実績分の支給対象職員数により算出。
※水道局、交通局及び富士大和温泉病院の職員を除く。



3 職員の勤務時間、休暇及び旅費等に関する勤務条件の状況

4 職員の分限及び懲戒処分の状況

⑻ その他手当（平成19年４月１日現在）

手当名 内 容 支給職員１人当たり平均支給月額

扶養手当

配偶者 13,000円／月
扶養親族 １人につき 6,000円／月
※配偶者が扶養親族でない場合 １人目 6,500円／月
※配偶者がいない場合 １人目 11,000円／月
※16歳から22歳までの子 １人につき 5,000円／月を加算

20,441円

住居手当
借家・借間 支給限度額 27,000円／月
持家 2,000円／月（※新築・購入後５年目までは3,000円／月)

7,116円

通勤手当
６カ月定期券代又は通勤距離に応じて支給（２㎞未満は支給なし)
・交通機関利用者（電車・バス等） 支給限度額 55,000円／月
・交通用具利用者（自動車･バイク等）2,200円／月～38,400円／月

5,479円

管理職手当

部長級 76,500円（90,000円)／月
副部長級 62,900円（74,000円)／月
課長級 56,700円（63,000円)／月
参事 45,600円又は38,000円（48,000円又は40,000円)／月
※厳しい財政状況に鑑み、手当額の５～15％の減額措置を実施。
( ）は減額前の手当額。

※減額期間：平成18年１月１日～平成20年３月31日

53,819円

（注)平成19年４月の支給対象職員数により算出。
※水道局、交通局及び富士大和温泉病院の職員を除く。

⑼ 特別職の給料（報酬）

区 分 給料（報酬）月額 期末手当 退職手当

市 長 839,200円（1,049,000円) 給料月額×在職月数×50/100給
料 副市長 745,200円（828,000円) 給料月額×在職月数×30/100

議 長 699,000円

６月期
1.6月分

12月期
1.75月分

計3.35月分

報
酬 副議長 613,000円

議 員 559,000円

（注）厳しい財政事情を考慮
し、市長20％、副市長10％
の給料を減額。
減額期間：Ｈ18.1.1～Ｈ21.10.22
（ ）は減額前の給料額。
※期末手当及び退職手当に
ついても減額後の給料によ
り算出。

⑴ 職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間 休 息 時 間

40時間 ８：30 17：15 12：15～13：00 12：00～12：15、15：00～15：15

⑵ 年次有給休暇の取得状況（平成18年）

年次休暇は、１年度について20日付与されます。

また、付与された20日のうち使用しなかった分

を翌年に限り繰り越すことができます。

総付与日数

A

総使用日数

B

対象職員数

C

平均取得日数
Ｂ/Ｃ

取得率
Ｂ/Ａ

38,338日 8,849日 927人 9.5日 23.1%

※非現業の一般職に属する職員のうち、市長部局に勤務す
る職員を対象とする。

⑶ 時間外勤務及び休日勤務等の状況

(平成18年４月１日～平成19年３月31日)
（単位：時間)

時間外・休日勤務

総時間数

職員一人当たりの時

間外勤務平均時間数

178,722 142

※管理職及び企業・病院職員を除く

⑷ 育児休業の状況（平成18年度）

子が３歳未満の職員は育児休業を取得す

ることができます。育児休業を取得した期

間は給料が支給されません。
（単位：件)

区 分 男性 女性

育児休業の承認件数 2 20

育児休業期間延長の承認件数 1 27

(平成18年度)

分限処分とは、心身の病気のために公務が行

えない状態になった職員等に対して行われる処

分です。懲戒処分とは、職員に公務員としてふ

さわしくない行為があった場合等に行われる処

分です。
（単位：人)

分限処分 懲 戒 処 分

休職 戒告 減給 停職 免職

52 0 7 1 1



5 職員の営利企業等従事許可等に
関する服務の状況

6 職員の研修及び勤務成績の評定の状況

7 職員の健康管理等に関する福祉の状況

8 職員の勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関する
不服申立等の利益の保護の状況

その他人事行政に関することを佐賀市のホームページに掲載しています。

職員は、任命権者の許可を受けなければ、

営利企業等の役員等を兼ねることや自ら営

利企業を営むこと、その他報酬を得ていか

なる事業又は事務にも従事することはでき

ません。

営利企業等従事許可の状況（平成18年度）

（単位：件)

従事の内容 件数 備 考

報酬を得て事業もしく
は事務に従事する者

1
医師の臨床
実習講師の
ため

⑴ 研修の状況（平成18年度）

職務上の階層毎に行う階層別研修、特定分野に

ついて重点的、研究的に行う特別研修、国等の機

関に派遣して行う派遣研修等を実施し、職員の人

材育成を図っています。

（単位：人)

区分 研修内容 受講者数

階層別研修
新採，採用後３年次，新任係
長級職員研修など

442

特別研修
法令実務，政策法務，プレゼ
ンテーション研修など

3,240

派遣研修
市町村職員中央研修所，民間
企業など

41

県市長会主催研修 25

自主研修
自主研究グループ活動，通信
教育など

61

合 計 3,809

⑵ 勤務成績の評定の概要（平成18年度）

職員の人材育成及び公正な人事への反映を目的として、全職員を対象とする勤務評定を年２回実

施しています。

評定の対象者 基準日（９月１日、３月１日）現在の全職員

評定者 上位の職の者が評定（前評価、最終評価）

評定項目 業績評価、情意評価、能力評価

⑴ 職員の健康診断の状況（平成18年度）

労働安全衛生法及び安全衛生規則に基づき、事

業者責任として、職員の安全と健康を確保するた

め以下の健康管理事業を実施しています。

（単位：人)

区 分 対象者 受診者

定期健康診断 1,144 870

人間ドック 417 417

胃がん検診 132 132

婦人検診 55 55

ＶＤＴ検診 355 355

⑵ 職員の福利厚生

地方公務員法（昭和25年法律第261号）第

42条の規定に基づき、職員の保健及び福利

厚生の増進を目的として、条例により佐賀

市職員厚生会を設置しています。

○佐賀市職員厚生会に対する公費負担額

25，470，787円（平成18年度）

【参 考】

佐賀市職員厚生会の主な実施事業（平成18年度）

・福利厚生専門企業サービスの利用

・人間ドック受診補助

⑴ 勤務条件に関する措置の要求の状況（平成18年度）

該当なし

⑵ 不利益処分に関する不服申立ての状況（平成18年度）

該当なし

◎問い合わせ

本庁 人事課

☎40・7030



ご 協 力
ください

合
併
に
伴
う
統
合
作
業
・
改
修
作
業
の
た
め
以
下
の
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が
は
じ
ま
り
ま
す

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
が
行
わ
れ
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
的
に
免
疫
が
つ
く
の
に
予

防
接
種
後
２
週
間
程
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
が
十

分
に
持
続
す
る
期
間
は
約
５
か
月

間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

接
種
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前

に
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
①
か
②
に
該
当
し
、
接
種

日
当
日
、
佐
賀
市
（
川
副
町
、
東

与
賀
町
、
久
保
田
町
を
含
み
ま

す
。）
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
（
佐

賀
市
に
住
民
票
等
が
あ
る
方
）

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を

有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
1

級
程
度
）

■
接
種
期
間

10
月
１
日
㈪
〜
12
月
31
日
㈪

■
実
施
場
所

佐
賀
県
内
の
医
療
機
関
等

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
実
施

し
て
い
な
い
場
合
や
予
約
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
医
療
機
関
へ
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
自
己
負
担
額

１

３
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

■
接
種
回
数

1
回

■
医
療
機
関
に
持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
、
老
人
医
療
受
給

者
証
な
ど
本
人
の
確
認
が
で
き
る

も
の

（
②
に
該
当
す
る
方
は
身
体
障
害

者
手
帳
等
）

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

長
寿
・
健
康
課

保
健
予
防
係（
ほ
ほ
え
み
館
内
）

☎
40
・
７
２
８
１

30
・
０
１
１
５

佐
賀
中
部
広
域
連
合
で
は
、
今

後
の
介
護
保
険
や
高
齢
者
保
健
福

祉
を
検
討
す
る
た
め
に
、
平
成
19

年
10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

の
期
間
、
高
齢
者
の
皆
様
お
よ
び

第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
）
を
対
象
に
し
た
実

態
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
は
、
対
象
の
方
の
お
宅
に

調
査
員
が
訪
問
し
、
暮
ら
し
の
状

況
や
介
護
、
保
健
、
福
祉
に
つ
い

て
の
様
々
な
質
問
を
し
ま
す
。（
第

２
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
郵

送
で
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
。）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
者

佐
賀
中
部
広
域
連
合
に
お
い
て
、

下
記
の
う
ち
無
作
為
に
選
ば
せ
て

い
た
だ
き
該
当
し
た
方
と
そ
の
ご

家
族
を
対
象
と
し
ま
す
。

平
成
19
年
10
月
１
日
現
在
で
佐

賀
中
部
広
域
連
合
圏
域
内
に
在
住

の
方
の
う
ち

①
介
護
保
険
施
設
入
所
者

②
①
以
外
の
要
介
護
（
要
支
援
）

認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

③
特
定
高
齢
者
（
要
支
援
お
よ
び

要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
高
齢
者
）

④
①
〜
③
以
外
の
65
歳
以
上
の
方

⑤
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上

65
歳
未
満
）

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
中
部
広
域
連
合

☎
40
・
１
１
３
１

40
・
１
１
６
５

，

■
日
曜
窓
口

９
月
16
日
㈰
・
30
日
㈰

終
日
窓
口
業
務
を
お
休
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

■
証
明
書
自
動
交
付
機

９
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

29
日
㈯
・
30
日
㈰

す
べ
て
の
証
明
書
の
発
行
が
で

き
ま
せ
ん

■
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム

10
月
１
日
㈪
〜
５
日
㈮

以
下
の
業
務
を
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

・
他
市
町
村
窓
口
で
の
佐
賀
市
の

住
民
票
の
請
求
（
広
域
交
付
）

・
佐
賀
市
窓
口
で
の
他
市
町
村
の

住
民
票
の
請
求
（
広
域
交
付
）

・
電
子
証
明
書
の
発
行
申
請

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課

☎
40
・
７
０
８
１

保
険
年
金
課

☎
40
・
７
２
７
０



ス
ト
ッ
プ

自
転
車
盗
難
被
害

【
鍵
か
け
は
防
犯
の
基
本
で
す
】

不
審
者
（
車
）
を
見
か
け
た
と
き

は
1
1
0
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

9
月
21
日
㈮
〜
9
月
30
日
㈰

秋
の
交
通
安
全
運
動

【
運
動
の
重
点
】

クニオ・吉岡の
ガーデニング・ショー」

参 加 者 募 集

多重債務に
苦しんでいませんか？

in コスモス祭

〜
被
害
者
の
60
％
が

無
施
錠
で
す
〜

○
大
型
商
業
施
設
や
集
合
住
宅
な

ど
の
駐
輪
場
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
自

宅
で
も
油
断
大
敵
で
す
。
忘
れ
ず

に
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
佐
賀
駅
周
辺
の
コ
イ
ン
式
駐
輪

機
「
チ
ャ
リ
ラ
ッ
ク
」
は
「
カ
ギ
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
、
カ
ギ

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

○
佐
賀
駅
周
辺
に
は
、
犯
罪
抑
止

の
た
め
「
防
犯
カ
メ
ラ
」
を
９
台

設
置
し
て
お
り
、
常
時
作
動
し
て

お
り
ま
す
。

①
自
転
車
の
鍵
は
必
ず
施
錠
す
る
。

②
ワ
イ
ヤ
ー
錠
等
を
固
定
物
に
か

け
二
重
ロ
ッ
ク
す
る
。

③
防
犯
登
録
を
す
る
。

④
ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ
ト
な
ど

を
利
用
す
る
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
は
凶
悪
犯
罪
で
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止

車
や
自
転
車
に
乗
る
時
は
、
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
周
囲
に
自

分
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
夜
間
の
外
出
時
に
は
、
反

射
材
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

前
席
だ
け
で
な
く
、
後
席
で
も

忘
れ
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
６
歳
未
満
の
幼
児
に
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な

お
子
さ
ん
の
安
全
の
た
め
に
、
正

し
く
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

交
通
安
全
・
防
犯
係

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
４
階
）

☎
40
・
７
０
１
２

40
・
２
０
５
０

本格的なガーデニングの知識・技術を学ぶまたとな

いチャンスです。みどりが大好きな方、身の回りをみ

どりでいっぱいにしたいと考えている方は、ぜひご応

募ください。

■日 時 10月14日㈰

午前の部：10時～11時30分（受付９時30分～)

午後の部：13時～14時30分（受付12時30分～)

■募集人数 各部30名（応募者多数の場合は抽選）

■申込期限 ９月28日㈮

■申込方法 電話でお名前、住所、電話番号をご連絡

ください。

■場 所 金立公園センターハウス（佐賀市金立町）

■参 加 料 500円（教材費込み）

※すべて緑の募金に寄付します。

◎問い合わせ

本庁 緑化推進課

緑化推進係

☎40・7164

26・7376

～まずは、消費者センターにご相談ください～

佐賀市消費者センターに寄せられた平成18年度の相

談件数で最も多かったのは多重債務に関するもので、

500件でした。これは、全相談件数の約５分の１にあた

ります。

自分の経済力で返済が困難になったときは、一刻も

早く債務整理にとりかかることが大切です。

◎相談窓口・問い合わせ

佐賀市消費者センター

(アイ・スクエアビル4階)

☎40・7087

40・2050

(月～金 9時～16時）

寄せ植えセット（イメージ)

“寄せ植えセットは

お持ち帰り‼”



（Ｈ18.4～Ｈ19.3）

ISO14001とは

佐賀市役所の主な環境保全への取り組み

平成18年度は、市町村合併に伴い業務量や移動距離が増加したため、紙やガソリンの使用が増え
ています。今後は環境マネジメントシステムによる管理をさらに徹底することで、職員の環境配慮
意識のさらなる向上や温室効果ガスの削減等を図っていきます。

◎問い合わせ 環境課 環境企画係 ☎40・7201 26・5901

佐賀市は、市民や事業者に率先して環境に配慮した活動を推進するために、平成14年３月１日に佐賀

県の自治体ではじめて ISO14001を認証取得し、環境保全活動を積極的に行っています。

この度、平成18年度の環境保全活動の成果をとりまとめましたのでご紹介します。

平成18年度の本庁から排出され

た職場排出物は、市町村合併の

時に大規模な職場整理を行った

前年度に比べて8.2％減少しま

した。

○主な取り組み

・個人ごみ箱の撤去

・名刺サイズ以上の紙のリサイクル

・分別回収の徹底

8.2％の削減（Ｈ17年度比)

平成18年度のコピー用紙使用量

は、市町村合併等にともなう業

務の増加により7.8%の増加と

いう結果になりました。

○主な取り組み

・両面コピー・両面印刷の徹底

・裏紙の利用促進

・庁内LAN 等による資料の共有化

7.8％の増加（Ｈ17年度比)

電気使用量は、施設により増減があ

りましたが、全体で4.2％増加しまし

た。本庁舎では、パソコン台数の増

加等により増加しました。

○主な取り組み

・不使用電気機器の電源切り

・空調の適正運転（冷房28℃、暖房20℃）

・昼休みの消灯や残業時の照明の最小限化

・エレベーターの使用自粛（上下3階以内は階段使用)

4.2％の増加（Ｈ17年度比)

車両の使用によるガソリン使

用量は、市域が拡大したこと

と車両が18台増加したことに

より増加しました。また軽油

使用量も1.2％増加しました。

・マイカー通勤の使用を控える（第2、4水曜日はノーカーデー)

・近距離の庁用自動車の使用抑制

・相乗りの励行

・エコドライブの徹底（アイドリングストップの実施など）

・公共交通機関の利用

ガソリン：16.3％の増加、軽油：1.2％の増加（H17年度比)

ISO（国際標準化機構）が定める環境管理の国際規格です。
この規格に合わせて、市役所の事務事業が環境にどんな影響を与えてい

るかを考え、環境保全の計画（環境方針・環境目標）を立てて、実施し、
点検し、そして見直しをするための仕組みをつくり、実践しています。

廃棄物の排出抑制

紙の使用抑制

電気の使用抑制

ガソリン・軽油の使用抑制

13種類に分別しています

裏紙利用の紙と両面使用

済の紙は分けています



月 行 事 予 定

ゆずります もとめます

衣服のリフォーム相談日

工房開放日

エコマＤＥコンサート（第3日曜日恒例）

予約制

入場無料

自然体験サイクリング参加者募集

10月は 市 一斉清掃月間」 !
省エネあれこれ

エコドライブ
1． 発進 心

2． 使用 控

3．無用

講座・イベントはホームページをチェックしてね！

【毎月恒例イベント】受付は随時行っています。お問い合わせください。

【10月の講座】受付は、10月1日㈪10：00からです。お電話ください。

実費定員日 時講 座 名

実費定員日 時イ ベ ン ト 名

間のアイドリング（ニュート
ラルレン

【連 絡 先】佐賀市エコプラザ

（佐賀市清掃工場内）☎33･0520 30･2457

【開館時間】10：00～17：00【休館日】水曜日

【ホームページ】http://www.saga-ecoplaza.jp/

・折りたたみベット

・電気ストーブ

・電気スタンド

・小型扇風機

・ファンヒーター

・籐イス

・カラオケセット

・ノートパソコン

Me以上

・整理タンス

(5段か6段)

・冷蔵庫

(120ℓ程度)

ジ、エアコ

５日㈮、15日㈪、19日㈮

26日㈮

10：00～12：0013：00～15：00

13日㈯、14日㈰

10：00～12：0013：00～15：00

21日㈰ 10：45～

ドルチェな仲間たち
日 時 集 合
目的地 参加費
定 員
申込み

ンＯＦＦの場合）
で、130㏄程度の燃料を浪費します。

◎問い合わせ
本庁 環境課 環境企画係
☎40・7201 26・5901

住みよい町にするために、道路や公園など身近な場所を清掃しま

しょう。自治会で実施する清掃活動に奮ってご参加ください。

【日時】各自治会の回覧でご確認ください。

【場所】あなたの町の道路や公園など

【実施方法】

①清掃用具は、各家庭のものをご持参ください。

②燃えるごみ、燃えないごみ、ビン・缶、ペットボトルに分別して、

一斉清掃専用ごみ袋（自治会に配布しています。）に入れてくださ

い。

③ごみ種別ごとの収集日に、一斉清掃専用袋に入れて最

寄のステーションに出してください。

※高い場所や交通量の多い道路など危険な場所は避けて、

事故が起こらないように十分ご注意ください。

◎問い合わせ

環境センター 環境パトロール係

☎30・2436 30・2439

地球温暖化防止のため、

をしましょう。

普通の発進より少し緩やかに発進
する（最初の５秒で時速20キロが目
安です）だけで11％程度燃費が改善
します。

気象条件に応じて、こまめに温度･
風量の調整を行いましょう。

10分



【
危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
準
備

講
習
会
（
乙
種
第
4
類
）】

ご

案

内

募

集

保
健
福
祉

そ

の

他

相

談

ご

案

内

佐
賀
北
部
地
域
活
性
化
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、〞
北
部
地
域
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
〝
の
解
消
及

び
〞
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

地
帯
〝の
解
消
の
た
め
に
、「
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
」
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
に
は
多
額
の
費
用
が
必

要
な
た
め
、
国
の
交
付
金
を
有
効

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
交
付
金
の
申
請
に
必

要
と
な
る
「
佐
賀
北
部
地
域
活
性

化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
目
標

北
部
地
域
の
定
住
人
口

の
減
少
抑
制
等

■
目
標
達
成
に
必
要
な
事
業

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
一
元
的
に
提
供

可
能
な
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
等

■
計
画
期
間

平
成
19
年
度
〜
平
成
21
年
度

■
対
象
区
域

佐
賀
北
部
地
域
（
富
士
町
の
全

域
、
大
和
町
の
う
ち
大
字
名
尾
、

松
瀬
、
梅
野
、
八
反
原
）。

な
お
、
三
瀬
村
は
交
付
金
の
対

象
と
な
ら
な
い
た
め
本
計
画
に
は

含
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
別
途
財
源
を

確
保
し
、
併
せ
て
整
備
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
。
ま

た
、
富
士
、
大
和
の
各
支
所
総
務

課
で
も
公
開
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

情
報
政
策
課

☎
40
・
７
０
５
８

26
・
８
５
４
９

認
定
農
業
者
の
申
請
受
付

平
成
19
年
12
月
１
日
付
け
認
定

の
認
定
農
業
者
の
申
請
受
付
を
行

い
ま
す
。

■
申
請
対
象
者

佐
賀
市
内
で
農
業
経
営
を
営
む
方

■
申
込
方
法

申
請
書
は
、
本
庁
農
業
水
産
振

興
課
・
各
支
所
担
当
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
定
要
件
や

申
請
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
の
で
、
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

受
付
は
旧
市
町
村
ご
と
に
行
な

い
ま
す
の
で
、
旧
町
村
の
方
は
各

支
所
に
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

10
月
12
日
㈮

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
庁

農
業
水
産
振
興
課

水
田
対
策
係
☎
40
・
７
１
１
７

○
諸
富
支
所

産
業
振
興
課

農
業
水
産
係
☎
47
・
４
９
０
５

○
大
和
支
所

産
業
振
興
課

農
政
係

☎
51
・
２
４
３
０

○
富
士
支
所

産
業
振
興
課

農
業
係

☎
58
・
２
８
６
０

○
三
瀬
支
所

産
業
建
設
課

産
業
観
光
係
☎
56
・
２
１
１
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
日
時

・
甲
種
及
び
乙
種
第
４
類
危
険
物

取
扱
者
試
験

11
月
25
日
㈰

10
時

・
乙
種
第
１
・
２
・
３
・
５
・
６

類
及
び
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

11
月
25
日
㈰

13
時
30
分

■
場
所

龍
谷
高
等
学
校

■
受
験
願
書
提
出
期
間

９
月
25
日
㈫
〜
10
月
10
日
㈬

◎
願
書
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

佐
賀
県
支
部

☎
22
・
５
６
０
２

■
日
時

11
月
２
日
㈮
・
３
日
㈯

９
時
30
分
〜
16
時

■
場
所

佐
賀
広
域
消
防
局
４
階

■
受
講
料

４

０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代
別
途
３

７
０
０
円
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
防
災
協
会

☎
30
・
２
１
２
５

sa
g
a
sh
ib
o
sa
ik
y
o
k
a
i ＠

ch
u
b
u
.sa
g
a
.sa
g
a
.jp

佐
賀
広
域
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

募

集

第
1
回
小
学
生
卓
球
教
室

■
期
間

10
月
13
日
〜
12
月
１
日

（
毎
週
土
曜
日

全
６
回
）

（
10
月
20
日
・
11
月
24
日
を
除
く
）

■
時
間

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所

佐
賀
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料

無
料

（
保
険
料
と
し
て
５
０
０
円
必
要
）

■
対
象

市
内
に
居
住
の
小
学
生

■
定
員

15
名

■
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番

号
、
生
年
月
日
、
性
別
、
学
校
名
、

学
年
、
保
護
者
の
承
諾
（
保
護
者

氏
名
と
押
印
）
を
記
入
の
上
、
〒

８
４
０
・
０
８
１
４

佐
賀
市
成

章
町
１
番
７
号

佐
賀
市
青
少
年

課
「
小
学
生
卓
球
教
室
」
係
ま
で

※
参
加
者
１
人
に
つ
き
、
１
枚
の

ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

９
月
27
日
㈭
必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、
結
果
を
10
月
５
日
㈮
ま
で
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会
青
少
年
課

佐
賀
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
24
・
２
３
３
１

24
・
２
３
３
２

佐
賀
市
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

ペ
タ
ン
ク
大
会
参
加
者
募
集

■
日
時

11
月
４
日
㈰

12
時
〜

■
会
場

嘉
瀬
川
河
川
敷
Ａ
ラ
ン
チ
サ
イ

ト
（
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
会
場
）

■
募
集
定
員

30
チ
ー
ム

※
参
加
者
多
数
の
場
合
先
着
順

■
チ
ー
ム
編
成

監
督
１
名
（
選

手
兼
可
）・
選
手
３
の
４
名
以
内

※
市
民
の
方
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も

参
加
可

■
雨
天
時

中
止

■
受
付
期
間

９
月
18
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈪

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
（
ア
イ
・
ス

ク
エ
ア
ビ
ル
４
階
）、各
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
、
各
校
区
公
民
館
に

て
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

，

，



ご

案

内

募

集

保
健
福
祉

そ

の

他

相

談

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
・
佐
賀
市
体

育
指
導
委
員
協
議
会
事
務
局

☎
40
・
７
３
６
０

40
・
２
０
５
０

体
力
年
齢
を
確
認
し
よ
う
！

体
育
の
日
」新
体
力
テ
ス
ト

■
日
時

10
月
８
日

月
・
祝
）

10
時
開
始
（
９
時
30
分
受
付
）

■
場
所

佐
賀
市
立
体
育
館

（
本
庄
町

☎
40
・
０
１
０
１
）

■
対
象

20
歳
以
上
の
市
民

運
動
を
行
っ
て
も
健
康
に
差
し

支
え
な
い
方
）

■
参
加
料

無
料

参
加
賞
あ
り
）

■
申
込
方
法

氏
名
・
性
別
・
年

齢
・
連
絡
先
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。（
当
日
受
付
可
）

※
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
佐
賀
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
40
・
７
３
６
０

40
・
２
０
５
０

sp
o
rts ＠

city
.sa
g
a
.lg
.jp

○
佐
賀
市
体
育
協
会

☎
33
・
２
２
５
５

33
・
２
１
７
１

sctaik
yo ＠

po.bunbun.ne.jp

弓
道
教
室
開
催

初
心
者
対
象
）

■
期
間

10
月
27
㈯
日
〜

12
月
５
日
㈬（
全
12
回
）

■
練
習
日

毎
週
２
回

水
曜
日

19
時
〜
21
時

土
曜
日

10
時
〜
12
時

■
場
所

佐
賀
市
立
弓
道
場

（
佐
賀
市
立
野
球
場
西
側
）

■
対
象
者

過
去
に
弓
道
経
験
が

な
い
方
。（
中
学
生
以
上
）

■
募
集
人
員

40
名

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

■
参
加
費

３

０
０
０
円
（
全
期
間
分
）

※
道
具
等
は
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法

10
月
10
日
㈬
必
着

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、

年
齢
を
記
入
の
上
は
が
き
で
申
込
。

電
話
、
メ
ー
ル
は
不
可
。

〒
８
４
０
・
０
０
１
７

佐
賀
市

新
郷
本
町
19
｜
24

佐
賀
市
弓
道

連
盟
事
務
局

金
子

歩

◎
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
・
６
６
３
７
・
４
８
８
０

平
日
は
18
時
以
降
）

雇
用
促
進
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

雇
用
促
進
住
宅
佐
賀
第
２
宿
舎

（
嘉
瀬
町
荻
野
３
２
８
｜
１
）

３
Ｄ
Ｋ
╱
家
賃
２
８

２
０
０
円

〜
３
９

５
０
０
円

╱
共
益
費

２

７
５
０
円

■
入
居
資
格

・
雇
用
労
働
者
で
あ
る
こ
と

・
毎
月
の
収
入
が
家
賃
等
の
３
倍

以
上
で
あ
る
こ
と

・
確
実
な
連
帯
保
証
人
（
家
賃
等

の
３
倍
以
上
の
収
入
が
あ
る
方
）

が
あ
る
こ
と

■
契
約
期
間
等

原
則
２
年
間
（
た
だ
し
、
状
況

に
よ
り
再
契
約
や
契
約
期
間
満
了

前
の
解
約
も
可
能
）

■
申
し
込
み

随
時
受
付

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
集
中
管
理
事
務
所
（
大
財

北
宿
舎
）

☎
23
・
８
９
８
２

㈶
雇
用
振
興
協
会
九
州
支
所

☎
０
９
２

４
５
１

１
５
３
３

０
９
２

４
８
２

３
６
２
８

介
護
支
援
専
門
員
受
験
対
策

講
座
受
講
生
募
集

■
実
施
日
（
2
日
コ
ー
ス
）

10
月
６
日
㈯
・
13
日
㈯

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
会
場

当
セ
ン
タ
ー
研
修
室

駅
南
本
町

佐
賀
中
央
第
一
生

命
ビ
ル
７
階
）

■
受
講
料

６

０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途
負
担

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

㈶
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

佐
賀
支
部

☎
28
・
０
３
２
６

相

談

公
証
人
に
よ
る
遺
言
・
各
種

契
約
等
無
料
相
談
会

■
日
時

10
月
１
日
㈪
・
３
日
㈬

10
時
〜
16
時

■
場
所

佐
賀
公
証
役
場

（
佐
賀
市
駅
前
中
央
一
丁
目
５
番

10
号

朝
日
生
命
ビ
ル
７
階
）

■
相
談
内
容

○
遺
言
の
作
成
に
関
す
る
事
項

○
金
銭
・
土
地
建
物
の
貸
借
、
老

後
の
財
産
管
理（
任
意
後
見
）、
離

婚
に
伴
う
子
の
養
育
費
及
び
財
産

分
与
等
各
種
契
約
に
関
す
る
事
項

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
公
証
役
場

☎
22
・
４
３
８
７

22
・
４
０
３
９

佐
賀
県
行
政
書
士
会
に
よ
る

無
料
相
談
会
＆
電
話
相
談
会

無
料
相
談
会
と
電
話
に
よ
る
無

料
相
談

■
日
時

10
月
１
日
㈪

10
時
〜
16
時

■
場
所

佐
賀
県
行
政
書
士
会
館

（
佐
賀
市
鍋
島
３
丁
目
15
番
23
号
）

■
相
談
電
話

☎
36
・
６
０
５
１

■
相
談
内
容

会
社
設
立
・
営
業
許
可
、
会
計
・

記
帳
業
務
・
助
成
金
の
申
請
・
融

資
申
込
等
╱
建
設
業
関
係
事
務
╱

法
人
設
立
╱
外
国
人
の
入
国
・
在

留
・
帰
化
╱
車
関
係
の
申
請
書
╱

土
地
利
用
╱
遺
言
相
続
・
各
種
契

約
書
作
成
・
内
容
証
明
郵
便
╱
交

通
事
故
関
係
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
県
行
政
書
士
会

☎
36
・
６
０
５
１

32
・
０
２
２
７

無
料
調
停
相
談
会

■
日
時

10
月
３
日
㈬

10
時
〜
15
時
30
分

■
場
所

ア
バ
ン
セ
4
階

■
相
談
内
容

金
銭
、
土
地
、
建

物
、
交
通
事
故
、
公
害
、
夫
婦
関

係
、
親
子
関
係
、
相
続
、
戸
籍
等

の
問
題
な
ど

■
相
談
員

民
事
・
家
事
調
停
委

員
（
弁
護
士
で
あ
る
調
停
委
員
を

含
む
）

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
調
停
協
会

家
庭
裁
判
所
内
）

☎
23
・
３
１
６
１

，

，

，

，，



ご

案

内

募

集

保
健
福
祉

そ

の

他

相

談

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

■
日
時

10
月
５
日
㈮

10
時
〜
15
時

■
場
所

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

５
階

◎
問
い
合
わ
せ

㈳
佐
賀
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
28
・
３
７
７
７

全
国
一
斉

子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

強
化
週
間

い
じ
め
」な
ど
子
ど
も
の
人
権

問
題
に
関
す
る
相
談
電
話
で
す
。

■
実
施
期
間

９
月
17
日
㈪

〜
９
月
23
日
㈰

■
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
〜
17
時

■
電
話
番
号

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

全
国
共
通
・
無
料
）

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
地
方
法
務
局

佐
賀
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

☎
26
・
２
１
７
１

29
・
８
８
９
１

保
健
福
祉

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
・
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
は
お
済
み
で
す
か

今
月
中
に
こ
の
届
を
さ
れ
な
い

と
、
医
療
費
助
成
資
格
は
喪
失
に

な
り
ま
す
し
、
手
当
は
審
査
が
で

き
な
い
た
め
次
回
の
支
払
い
（
12

月
11
日
）
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず

お
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。（
対
象

者
の
方
へ
は
案
内
文
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。）

な
お
、
平
成
18
年
分
の
所
得
を

申
告
さ
れ
て
い
な
い
方
は
資
格
審

査
が
で
き
な
い
た
め
、
申
告
を
済

ま
せ
て
か
ら
現
況
届
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
（
月
〜
金
）

※
本
庁
の
み
火
曜
日
は
19
時
ま
で

延
長
し
ま
す
。（
支
所
を
除
く
）

※
土
・
日
及
び
祝
日
を
除
き
ま
す
。

■
受
付
場
所

佐
賀
市
役
所

本
庁

１
階
第
１
会
議
室

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

■
持
参
す
る
も
の

７
月
末
に
お
送
り
し
た
案
内
文

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

こ
ど
も
課

母
子
福
祉
係

☎
40
・
７
２
５
２

25
・
５
４
４
０

ま
た
は
各
支
所

保
健
福
祉
課

介
護
予
防
講
演
会

神
埼
市
出
身
で
、
20
年
に
わ
た

る
介
護
体
験
等
を
綴
っ
た
「
覚
悟

の
介
護
」
の
著
者
「
荒
木
由
美
子

さ
ん
」
を
講
師
に
お
迎
え
し
ま
す
。

■
日
時

10
月
10
日
㈬

13
時
受
付
開
始

14
時
開
会

■
会
場

佐
賀
市
文
化
会
館

中
ホ
ー
ル

■
入
場
料

無
料
（
定
員
８
０
０
名
）

※
当
日
は
「
整
理
券
」
が
必
要
で

す
。
佐
賀
中
部
広
域
連
合
給
付
課

お
よ
び
佐
賀
市
役
所
の
介
護
保
険

担
当
窓
口
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
中
部
広
域
連
合

給
付
課

佐
賀
市
松
原
四
丁
目
２
番
28
号

☎
40
・
１
１
３
４

40
・
１
１
６
５

佐
賀
市
障
が
い
者
体
育
大
会

■
日
時

９
月
30
日
㈰

10
時
〜
16
時
頃

予
定
）

■
場
所

佐
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
（
佐
賀
市
兵
庫
町
大
字
藤
木

１
０
０
６
｜
１
）

※
体
育
館
は
土
足
禁
止
の
た
め
、

上
ば
き
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

ほ
ほ
え
み
館
内
）

☎
33
・
４
９
８
２

32
・
６
６
６
５

社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
室

☎
40
・
７
２
５
１

25
・
５
４
４
０

そ

の

他

隔
林
亭
月
見
茶
会

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
隔
林
亭
で
、

月
を
愛
で
な
が
ら
雅
と
風
流
の
世

界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
４
０

０
名
様
ま
で
）

■
日
時

９
月
29
日
㈯

17
時
〜
21
時
（
受
付
16
時
30
分

〜
20
時
30
分
）
※
雨
天
決
行

■
場
所

神
野
公
園
内

隔
林
亭
・
神
野

の
お
茶
屋（
受
付
は
隔
林
亭
入
口
）

■
料
金

１

０
０
０
円

茶
の
湯
席
・
煎
茶
席

２
席
分
）

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
県
茶
道
連
合
会

☎
33
・
９
７
６
０

隔
林
亭
〔
㈶
佐
賀
市
文
化
振
興

財
団
〕
☎
32
・
４
０
９
２

※
当
日
は
で
き
る
だ
け
公
共
交
通

機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

佐
賀
市
歴
史
民
俗
館

旧
古
賀
銀
行
2
階
展
示
室

企
画
展

第
1
弾
〞
山
口
亮
一

展
〝

9
月
27
日
㈭
〜
10
月
27
日
㈯

佐
賀
県
近
代
絵
画
の
基
礎
を
築

い
た
と
言
わ
れ
る
山
口
亮
一
の
作

品
と
、
彼
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
品

を
展
示
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
歴
史
民
俗
館

☎
・

22
・
６
８
４
９

電
波
と
健
康
セ
ミ
ナ
ー

電
波
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
等

に
つ
い
て
、
総
務
省
や
、
工
学
、

医
学
の
専
門
家
が
分
か
り
や
す
く

お
話
し
し
ま
す
。

■
日
時

10
月
２
日
㈫

13
時
〜
16
時
30
分

■
場
所

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ホ
テ
ル
創
世

４
階

グ
ラ
ン
デ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ

■
定
員

１
２
０
名

※
参
加
希
望
の
方
は
事
前
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。（
申
込
み
先
着
順
）

，



﹇
学
校
保
健
﹈

﹇
社
会
教
育
・
文
化
財
﹈

﹇
ス
ポ
ー
ツ
﹈

﹇
そ
の
他
﹈

﹇
体
育
指
導
委
員
﹈

※
お
詫
び
と
訂
正

ご

案

内

募

集

保
健
福
祉

そ

の

他

相

談

佐
賀
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

を
公
募
し
ま
す
！

平
成
19
年
度

佐
賀
市
教
育
委
員
会
表
彰
式

感
謝
状
贈
呈
式

の
方
々
に
多
大
な
る
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

市
民
公
開
講
座

第
1
回
リ
ン
パ
浮
腫
講
習
会

■
日
時

10
月
20
日
㈯

14
時
〜
16
時
30
分

■
場
所

佐
賀
市
文
化
会
館

３
階
大
会
議
室
・
和
室

■
定
員

先
着
順

１
３
０
名

■
参
加
料

無
料

◎
問
い
合
わ
せ

リ
ン
パ
浮
腫
に
対
す
る
弾
性
着

衣
の
保
険
適
応
を
実
施
す
る
会

〜
鬨
かちどきの

会
〜

鬨
かちどきの

会
」
佐
賀

深
川

☎
・

０
９
５
２
・
22
・
４
７
９
１

高
田

☎
・

０
９
５
４
・
23
・
５
６
８
０

▶
受
賞
者
の
方
々
で
す

様
々
な
市
民
活
動
を
支
援
す
る

拠
点
施
設
と
し
て
佐
賀
市
が
設
置

し
て
い
る
、「
佐
賀
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
」
の
効
果
的
で
効
率
的
な
管

理
運
営
を
行
い
、
市
民
活
動
の
推

進
を
図
る
た
め
、
以
下
の
と
お
り

指
定
管
理
者
（
施
設
の
管
理
運
営

を
行
う
事
業
者
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
施
設
名
称
及
び
所
在
地

名
称

佐
賀
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

所
在
地

佐
賀
市
駅
前
中
央
一
丁
目

８
番
32
号

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

■
指
定
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
23

年
３
月
31
日
ま
で
（
３
年
間
）

■
主
な
応
募
資
格

佐
賀
県
内
に
事
務
所
を
置
く
市

民
活
動
の
活
性
化
に
資
す
る
法
人

そ
の
他
の
団
体

■
募
集
日
程

①
募
集
要
領
等
の
配
布
開
始

平
成
19
年
９
月
10
日
㈪

②
参
加
表
明
書
の
受
付
締
切

平
成
19
年
９
月
19
日
㈬

③
指
定
申
請
書
の
受
付
締
切

平
成
19
年
10
月
５
日
㈮

■
指
定
管
理
者
が
行
う
主
な
業
務

①
市
民
活
動
事
業
に
関
す
る
業
務

人
材
育
成
業
務
、
交
流
・
連
携
・

協
働
業
務
、
情
報
収
集
・
提
供
業

務
、
相
談
・
支
援
業
務
、
調
査
・

研
究
業
務
等

②
施
設
の
運
営
に
関
す
る
業
務

市
民
及
び
市
民
活
動
の
た
め
の

施
設
（
貸
室
等
）
提
供
運
営
等

③
施
設
の
管
理
に
関
す
る
業
務

軽
微
な
保
守
管
理
業
務
、
軽
微

な
環
境
維
持
管
理
業
務
等

■
指
定
管
理
者
の
募
集
及
び
選
定

の
方
式

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を

採
用
し
、
審
査
委
員
会
が
審
査
基

準
に
基
づ
い
て
提
出
書
類
及
び
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
よ
り
審
査
を
行
い
、

最
優
秀
提
案
者
を
指
定
管
理
者
の

候
補
者
と
し
て
選
定
し
ま
す
。

■
募
集
要
領
、
申
請
書
等
の
配
布

窓
口募

集
要
領
等
に
つ
い
て
は
、
佐

賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。
ま
た
、
市
民
活
動
推
進
課
の

窓
口
に
お
い
て
も
配
布
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０
・
０
８
０
１

佐
賀
市
駅
前
中
央
１
丁
目
８

32

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
４
階

本
庁

市
民
活
動
推
進
課

市
民
活
動
推
進
係

☎
40
・
７
０
７
８

40
・
２
０
５
０

k
a
tsu
d
o ＠
city

.sa
g
a
.lg
.jp

８
月
28
日
に
、
佐
賀
市
教
育
行

政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
方
へ
表

彰
状
及
び
感
謝
状
を
授
与
し
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

佐
賀
市
教
育
委
員
会
表
彰
者

（
5
名
）

西
村

徳
之
（
兵
庫
町
）

32
年
間
学
校
医
と
し
て
児
童
の

健
康
の
維
持
に
尽
力
さ
れ
、
学
校

保
健
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

船
津

清
（
蓮
池
町
）

蓮
池
公
民
館
で
農
業
の
体
験
学

習
を
指
導
さ
れ
、
社
会
教
育
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
賀
藩
ゆ
か
り
の
鼓
の
松
飾
の
伝

承
に
尽
力
さ
れ
、
伝
統
文
化
の
保

存
普
及
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
泉
日
出
海
（
松
原
三
丁
目
）

38
年
間
に
わ
た
り
、
空
手
道
の

指
導
に
尽
力
さ
れ
、
本
市
の
体
育

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

野
口

昭
男
（
大
財
六
丁
目
）

23
年
間
に
わ
た
り
、
校
区
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
部
長
と
し
て
尽
力
さ

れ
、
本
市
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田

栄
（
高
木
町
）

平
成
９
年
か
ら
循
誘
小
学
校
の

登
校
時
間
に
交
通
立
ち
番
を
続
け

ら
れ
、
交
通
事
故
防
止
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

佐
賀
市
教
育
委
員
会
感
謝
状
贈
呈

者
（
1
名
）

陣
内

輝
雄
（
大
和
町
）

佐
賀
市
体
育
指
導
委
員
と
し
て

長
期
（
10
年
以
上
）
に
わ
た
り
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

総
務
係

☎
40
・
７
３
５
１

40
・
７
３
９
４

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
省

九
州
総
合
通
信
局

電
波
監
理
部
電
波
利
用
環
境
課

☎
０
９
６

３
６
８

８
６
５
６

k
y
u
sy
u
-k
a
n
k
y
o
＠
rb
t.

so
u
m
u
.g
o
.jp

市
報
さ
が
」
９
月
１
日
号
14

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
市
民

公
開
講
座

第
１
回
リ
ン
パ
浮
腫

講
習
会
」
の
記
事
に
つ
い
て
、
問

い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
、

関
係
者



新
し
い
保
険
に
入
っ
た
ら

国
保
の
喪
失
手
続
き
を

新
し
い
保
険
証
は
ま
だ

も
ら
っ
て
な
い
け
ど
今
す
ぐ

病
院
に
行
か
な
い
と
…

こ
ん
な
時
は
ど
う
す
る
の
？

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
変
更
さ
れ
た
と
き
は
…

◎問い合わせ 本庁 保険年金課 国民年金係（1階3・4番窓口) 電話40・7275 40・7390

国 民 年 金 基礎年金の種類は3つ
老齢基礎年金 障害基礎年金 遺族基礎年金

障害基礎年金額（平成19年度分）…

（1級障害）990,100円

（2級障害）792,100円

遺族基礎年金額（平成19年度分）…

（妻と子1人）1,020,000円

（妻と子2人）1,247,900円

（妻と子3人）1,323,800円

老齢基礎年金額（平成19年度分）…

792,100円

原則として、25年以上の受給資格期間を満たした人

が65歳になったときから受けられます。

受給資格期間とは、次の期間をあわせた期間です。（主

なものです）

・国民年金の保険料を納めた期間。

・国民年金の保険料の納付を免除等された期間。

・厚生年金や共済年金の加入期間。

老 齢 基 礎 年 金
・任意加入時に未加入であった期間。

＊老齢基礎年金は原則、65歳から受けることになって

いますが希望すれば60歳から繰上げて受けたり65歳に

なっても年金を受けないで年齢を繰下げて受けること

もできます。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入

の
方
が
、
新
し
く
お
勤
め
さ
れ
る

事
業
所
等
で
政
府
管
掌
保
険
や
健

康
保
険
組
合
等
の
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
た
場
合
、
国
保
の
資
格
喪

失
日
は
、
新
し
い
健
康
保
険
の
資

格
取
得
日
（
発
効
日
）
か
ら
と
な

り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
が
届
き

ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
国
保
資
格

の
喪
失
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
国
保
の
資
格
は
自
動
的
に
は

喪
失
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
二
重

に
資
格
を
持
つ
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。新

し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
る

ま
で
日
数
が
か
か
り
そ
う
な
場
合

は
、
職
場
等
が
発
行
す
る
健
保
の

資
格
取
得
証
明
書
を
、
医
療
機
関

に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
新
規
の

健
康
保
険
資
格
で
受
診
で
き
ま
す

（
用
紙
は
保
険
年
金
課
に
あ
り
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
職
場
か
ら

発
行
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
）。新
し
い
保
険
証
が
手
元
に
届

く
ま
で
の
間
、
国
保
の
保
険
証
を

使
用
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。も

し
使
用
し
た
場
合
は
、
か
な

ら
ず
新
規
に
交
付
さ
れ
た
保
険
証

を
受
診
し
た
医
療
機
関
（
薬
局
も

含
む
）
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
の
保
険
証
を
使
用
し
、
医
療

機
関
へ
の
変
更
連
絡
を
さ
れ
て
い

な
い
場
合
、
後
日
国
保
か
ら
保
険

負
担
分
の
返
還
を
ご
本
人
に
請
求

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

保
険
年
金
課

☎
40
・
７
２
７
２国

保
税
１
係
）

☎
40
・
７
２
７
１給

付
係
）

40
・
７
３
９
０

お さ ら い
基礎年金には 、 、および の三種類があります。厚生年金や共済年金は、こ

の三種類の基礎年金にそれぞれ上乗せして支給されることになります。

障 害 基 礎 年 金
国民年金加入期間中（20歳前および60歳～65歳まで

を含みます）に病気や事故で障がい者となったときは

障がいの程度により障害基礎年金が障がいの状態に該

当したと認定されたとき支給されます。（20歳前疾病の

場合は、20歳到達時に請求できます。）

＊国民年金に加入していなかったり、保険料が納めら

れていない期間が３分の１以上あると、障がい者に

なっても障害基礎年金を受けられない場合があります。

遺 族 基 礎 年 金
被保険者および老齢基礎年金の資格期間を満たした

人などが死亡したとき、その人に生計を維持されてい

た子のある妻または子に支給されます。

＊子とは18歳未満（18歳に達する年度末まで）または

障害等級１～２級に該当する障がいのある20歳未満の

子です。



あ
な
た
の
人
権

わ
た
し
の
人
権

ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く
」

街角リポーターだより

佐

園
を
越
え
春
に
な
る
と
見
事
な
大

株
に
育
ち
楽
し
め
た
の
で
す
。

今
年
、
再
び
園
芸
の
記
事
を
見
つ
け
る
と
さ
っ
そ

く
申
込
み
ま
し
た
。

５
月
30
日
、
ガ
ラ
ス
の
器
に
セ
ラ
ミ
ス
と
い
う
素

材
を
使
っ
て
の
、
と
て
も
夏
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

自
己
流
園
芸
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
講
座
に
参

加
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
何
個
か
の
セ
ラ
ミ
ス
鉢
を
作
っ
て
み
ま
し

た
。乾

い
た
ら
水
を
や
る
だ
け
。
こ
の
暑
い
夏
も
こ
の

グ
リ
ー
ン
達
が
ち
ょ
っ
と
だ
け
「
涼
」
を
く
れ
て
い

る
の
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
南
米
ア
ン
デ
ス

地
方
に
伝
わ
る
昔
話
「
ハ
チ
ド
リ

の
ひ
と
し
ず
く
」
と
い
う
短
い
本

を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
森
が
燃
え
、
森

の
生
き
も
の
た
ち
が
わ
れ
先
に
と

逃
げ
て
い
く
中
で
ク
リ
キ
ン
デ
ィ

と
い
う
名
の
ハ
チ
ド
リ
だ
け
は
、

く
ち
ば
し
に
一
滴
の
水
を
含
ん
で

は
火
の
上
に
落
と
す
の
で
す
。
動

物
た
ち
は
「
そ
ん
な
こ
と
を
し
て

何
に
な
る
ん
だ
」
と
い
っ
て
笑
い

ま
し
た
。
ク
リ
キ
ン
デ
ィ
は
「
私

は
、
私
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

る
だ
け
」
と
答
え
ま
す
。
私
は
こ

こ
を
読
ん
で
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

今
、
社
会
の
中
に
あ
る
憂
慮
す

べ
き
い
ろ
ん
な
で
き
ご
と
、
た
と

え
ば
匿
名
を
い
い
こ
と
に
ネ
ッ
ト

上
で
他
人
に
誹
謗
中
傷
を
く
り
返

す
、
こ
れ
は
人
間
の
尊
厳
や
人
格

を
否
定
す
る
重
大
な
人
権
問
題
で

す
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
き
た
の
か

と
思
わ
せ
る
地
球
温
暖
化
問
題
に

も
、
私
ひ
と
り
で
何
が
で
き
る
の

か
と
殆
ど
諦
め
て
い
た
よ
う
な
状

況
の
中
で
、ク
リ
キ
ン
デ
ィ
は「
私

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
人
の
顔
や
名

前
が
出
な
い
と
人
間
の
善
の
部
分

が
消
え
て
悪
の
部
分
が
動
き
出
す
。

そ
ん
な
社
会
を
憂
い
真
剣
に
考
え

る
人
も
多
い
は
ず
で
す
。
一
滴
を

集
め
た
ら
大
火
も
消
す
こ
と
が
で

き
る
。私

に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は

ず
」
と
ク
リ
キ
ン
デ
ィ
は
示
唆
し

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
短
い
お
話

の
続
き
を
描
く
の
は
私
た
ち
で
す
。

人
と
人
と
が
響
き
合
い
な
が
ら
、

「
人
権
問
題
」「
環
境
問
題
」「
平
和

問
題
」
に
つ
い
て
私
に
で
き
る
こ

と
を
始
め
た
い
と
、
思
っ
て
い
ま

す
。
豊
か
な
人
間
関
係
や
、
ぬ
く

も
り
の
あ
る
家
庭
、
癒
し
の
あ
る

自
然
の
中
で
、
幸
せ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
み
ん

な
で
共
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
社
会
同
和
教
育
指
導
員
・
森
）

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

人
権
・
同
和
政
策
課

人
権
啓
発
係

ほ
ほ
え
み
館
内
）

☎
40
・
７
３
６
７

34
・
４
５
４
９

芸
教
室

参
加

開
成
区

福
島

幸
子

賀
総
体

説
明
会

勧
興
区

田
中

哲
雄

佐
賀
総
体
、
ち
か
ボ
ラ
最
後
の
説
明
会
６
月
30
日
㈯

で
の
出
来
事
で
す
。
説
明
会
が
終
わ
っ
た
後
、
同
じ
階

の
休
憩
室
で
男
の
子
１
人
と
女
の
子
２
人
、
そ
し
て
お

母
さ
ん
と
思
わ
れ
る
方
２
人
が
、
落
ち
込
ん
だ
様
子
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

説
明
内
容
が
難
し
く
て
、本
当
に
自
分
達
に
で
き
る

か
ど
う
か
分
か
ら
な
く
て
、
決
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

お
母
さ
ん
方
に
Ｏ
Ｋ
を
頂
き
、
私
は
子
ど
も
さ
ん
に

「
打
ち
水
と
は
、夏
は
暑
い
か
ら
花
で
も
お
水
が
欲
し
い

よ
ね
。
そ
の
花
に
水
を
や
る
位
の
気
持
ち
で
い
い
で
す

よ
。
そ
し
て
普
段
で
は
水
を
ま
く
な
ん
て
な
か
な
か
で

き
る
場
所
が
な
い
よ
ね
。
そ
の
日
は
思
い
切
っ
て
い
っ

ぱ
い
ま
い
て
い
い
で
す
よ
。
ま
た
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
で
も
缶

が
落
ち
て
い
た
ら
、
お
年
寄
り
の
人
と
か
体
の
不
自
由

な
方
が
、
そ
の
缶
に
乗
っ
た
ら
危
な
い
よ
ね
。
じ
ゃ
あ
、

そ
の
缶
を
拾
っ
て
あ
げ
た
ら
い
い
よ
ね
。
ゴ
ミ
も
一
緒

で
汚
か
っ
た
ら
そ
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
袋
に
入
れ
て
く
れ

れ
ば
い
い
ん
で
す
。
決
し
て
難
し
く
考
え
な
い
で
、
少

し
で
い
い
か
ら
優
し
い
気
持
ち
で
や
っ
て
み
て
下
さ
い
。

す
ぐ
決
め
な
い
で
い
い
で
す
よ
。
ゆ
っ
く
り
考
え
て
決

め
て
く
だ
さ
い
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

親
も
子
ど
も
さ
ん
も
何
か
ホ
ッ
と
さ
れ
た
み
た
い
で
、

ゆ
っ
く
り
子
ど
も
達
と
話
し
合
っ
て
決
め
た
い
と
思
い

ま
す
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
こ
う
い
う
風
な
親
子
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と

心
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
世
の
大
人
の
方
、
子
ど
も

達
と
同
じ
目
線
で
い
ろ
ん
な
事
を
話
し
合
い
、
ぜ
ひ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
住
む
町
の
手
が
か
り
、
足
が
か
り
は
市
報

に
ず
っ
と
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
、
久
し
ぶ
り
に
見
た
「
市
報
さ
が
」
は
と
て

も
新
鮮
に
映
っ
た
も
の
で
す
。
15
年
位
い
な
い
間
に
、

街
並
み
も
ず
い
ぶ
ん
変
化
し
て
い
ま
し
た
。

市
報
の
中
に
見
る
施
設
も
知
ら
な
い
所
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
以
前
住
ん
で
い
た
時
は
ま
だ
開
成
公
民

館
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
報
よ
り
身
近
な
「
開
成
公
民
館
だ
よ
り
」
が
届

き
ま
し
た
。

そ
の
中
に
、
い
く
つ
か
の
講
座
が
あ
り
、
園
芸
教

室
が
気
に
な
り
参
加
し
ま
し
た
。

11
月
16
日
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
あ
っ
と

い
う
間
に
完
成
。

今
が
最
高
の
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」と
、
先

生
の
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親子リズム体操（申込制）

こどもクッキング（申込制）

育児相談（申込不要）

えいがまつり「ウルトラマンメビウス」（自由参加）

おはなし会（自由参加）

折り紙ひろば（自由参加）

児童センターまつり（自由参加）

後期「Beetle キッズダンス教室」（登録制) 募集開始！

いもほり会」（申込制）

運動場で遊ぼう「しっぽとりゲーム」

きらきらキッズ

木工遊び「えんぴつたてつくり」

一輪車教室

囲碁・将棋教室

自然体験教室「さつまいも掘り」

科学遊び「ペットボトルでビーズ作り」

工作遊び「やじろべえ作り」

子どもクッキング「スイートポテト」（申込み制）

移動児童館「手作りプロペラ」

私立保育園子育てサロンの予定（9月16日～10月20日）

児童センターの行事予定（10月）

中央児童センター 兵庫町 北部児童センター 大和町

日 時：10月12日㈮・26日㈮・27日㈯ ※いずれか１回
対 象：２歳以上の幼児とその父母 17組

日 時：10月８日(月・祝) ９：30～12：30
場 所：ほほえみ館３階 健康料理講習室
対 象：小学３年生以上 30名 参加費：500円

日 時：10月３日㈬ 10：00～12：00 児童センター そうだん室

日 時：10月７日㈰ 14：00～15：40 ほほえみ館４階 視聴覚室

日 時：10月６日㈯・13日㈯・20㈯ 11：00～11：30

日 時：10月11日㈭ 13：00～14：00 対 象：幼児(保護者同伴)

日 時：10月14日㈰ 10：00～15：00
内 容：●係留飛行‼（雨天・強風の場合中止） ●バルーンアート

● 冒険あそび場」もやってくる！ ＳＡＧＡ（サーガ）
●母親クラブ・ふれんどりーによる「バザー」
●ストリートダンス教室参加者によるダンス発表会ほか

日 時：11月～３月までの 第１・３土曜日（全10回）13：00～15：00
対 象：市内在住の小学生以上 20名
【申し込み方法】
A 児童センターに直接きて申し込む…10月12日㈮締め切り
B 往復はがきで申し込む…10月12日㈮の消印有効（はがきには、①子
ども氏名②学校・学年・年齢③郵便番号・住所④電話番号⑤保護者
氏名を必ず記入してください）

※希望者多数の場合は抽選し、結果は申込者全員に通知します。

日 時：11月３日（土・祝) ９：30～14：00
参加費：ひとり300円（年中児以上）
対 象：幼児（保護者同伴）20組╱小学生30名
場 所：金立町「田原農園」弁当持参

0：00～ ★赤ちゃんの部屋「うんどうかいだよ」
随時 育児相談（専用ダイヤル）☎26・4251

開成保育園『えだまめ』 ☎36・6114（３日前までに申込）

日 時 内 容
９月18日㈫10：00～ だんご汁会
10月９日㈫10：00～ ミニミニうんどう会
10月16日㈫10：00～ 神野公園で

日 時：10月３日㈬ 14：30～15：30 対 象：小学生以上

日 時：10月５日㈮ 10：30～11：30 親子リズムダンス

12日㈮ 10：30～11：30 絵本の読み聞かせ

19日㈮ 10：30～11：30 ミニ運動会

26日㈮ 10：30～11：30 いも掘りをしよう

対 象：幼児と保護者

日 時：10月10日㈬ 14：30～15：30 対 象：小・中学生

日 時：10月13日㈯ 14：00～16：00 対 象：小学生以上

場 所：春日小学校グランド

日 時：10月17日㈬ 14：30～16：00 対 象：小・中学生

日 時：10月17日㈬ 14：30～15：30 対 象：小学生

日 時：10月20日㈯ 14：30～15：30 対 象：小・中学生

日 時：10月24日㈬ 14：30～15：30 対 象：小学生

日 時：10月27日㈯ 10：00～12：00 対 象：小・中学生以上

参加費╱100円

日 時：10月31日㈬ 14：30～15：30 対 象：小学生

場 所：川上小学校児童クラブ室

城西保育園Kosodate Room『ももたろう』 ☎24・2881╱26・3953

日 時 内 容 場 所
９月19日㈬10：30～ おつきみあそび 北部児童センター（当日受付）

９月28日㈮10：00～
みんなで「うんどう
かいごっこ」

城西保育園
（９月18日９：00～電話受付）

９月29日㈯９：30～
体験保育「同年齢の
クラスであそぼう！」

城西保育園
（９月18日９：00～電話受付）

10月３日㈬10：30～
フレー！フレー！
うんどうかい

中央児童センター（当日受付）

10月７日㈰10：30～
体験保育
「うんどうかい」

城西保育園
（９月25日９：00～電話受付）

10月11日㈭15：00～
バネルシアター、
絵本、紙芝居など

市立図書館・おはなしの部屋

10月12日㈮10：00～ よーい、どん‼
城西保育園
（10月２日９：00～電話受付）

10月17日㈬10：30～
フレー！フレー！
うんどうかい

北部児童センター（当日受付）

毎週水曜日16：00～
ティールーム
「ももたろう」

城西保育園

随時 育児相談（専用ダイヤル）☎26・3953
※９月27日㈭西与賀子育てサークル、10月４日㈭ままごっとん、10月15日㈪くれ
よんロケットに出向きます。
※内容は「ももたろう通信」をご覧ください。

巨勢保育園『たんぽぽ』 ☎26・4247（要事前申込）

日 時 内 容
９月25日㈫10：00～ スライムであそぼう
10月２日㈫10：00～ みんなで運動会
10月16日㈫1

いっぱい遊ぼう
随時 育児相談（専用ダイヤル）☎32・5343

※10月３日㈬開成ドレミに出向します。（ミニミニうんどう会）

小部保育園『こべっこ子育てワーク』 ☎29・9595（要事前申込）

日 時 内 容
９月19日㈬10：00～ 子育てワーク
10月10日㈬10：00～ 講演「こじれる人間関係はなぜおこる？パートⅠ」
10月17日㈬10：00～ 講演「こじれる人間関係はなぜおこる？パートⅡ」
随時 子育てに関する悩み相談

あおぞら保育園『あおぞら』 ☎30・7372（２日前までに申込）

日 時 内 容

９月19日㈬10：30～

９月26日㈬10：30～

10月３日㈬10：30～

☆毎回おはなし会中心です。

☆親子で絵本の楽しさを体感しましょう。

(６カ月以上～就学前児）

☆おはなし会後、砂遊びや泥遊びをする場合もあり

ますので、着替え・タオルはご持参ください。
10月10日㈬10：30～

10月17日㈬10：30～

随時 子育てに関する悩み相談

鍋島保育園子育てサロン『どんぐり』 ☎34・5577（３日前までに申込)

日 時 内 容 場 所
10月４日㈭10：00～ たくさん魚つれるかな？ 開成ふれあい公民館
10月11日㈭10：00～ ひも通し・ペープサートを

つくろう
神野茶屋１号室

10月18日㈭10：00～ 誕生会・紙コップで遊ぼう 開成ふれあい公民館
育児相談は随時受けつけています。電話（☎34・5577）お気軽にどうぞ。
親子で「鍋島保育園ふれあい広場」にどうぞ遊びに来てください。
(月～金 ９：00～12：00）

永原学園三光保育園子育てサロン『さんこう・ぽぽら』 ☎31・6877

10月からの“なかよしるーむミックス”（対象：０歳～就学前の子どもとその保
護者）の親子参加を募集します。色々な活動を計画しています。遊びに来てみま
せんか。
時間 10：00～11：30 場所 三光保育園支援センター

日 時 内 容
10月10日㈬ 運動場で楽しく遊ぼう
10月18日㈭ 運動場で楽しく遊ぼう

☎33・5453
31・9552

■各行事・講座の受付 10月２日㈫ ９：00～ 随時受付

■開館時間 ９：00～18：00

■休 館 日 １日㈪・９日㈫・15日㈪・22日㈪・29日㈪

☎62・7900
62・7911

■開館時間 ９：00～17：00

■休 館 日 ７日㈰・14日㈰・21日㈰・28日㈰

行事について詳しくは、北部児童センターにお尋ねください。

※佐賀市ホームページにも掲載しています。



佐賀市から

佐賀市政ガイド

ふじ有線テレビ（FYT）

いけいけ佐賀市広報！

サガンシティー

さが市政ガイド

《佐賀市広報番組》さまざまな市の情報を発信します。ぜひご覧ください。

川を大切にしましょう

～川にゴミを捨てないで～

みなさんできれいにした川にゴミを捨てないように

しましょう。

第27回秋の「川を愛する週間」9月30日㈰～10月14日㈰

川をきれいにしませんか

◎問い合わせ 本庁 河川砂防課 維持係 ☎40・7182 26・7376

ぶんぶんテレビ コミュニティチャンネル（1ch）

毎月第３月曜日から２週間（9/17～9/30）

①９：45～ ②17：00～ ③19：45～（約14分間）

※佐賀市のホームページでも動画でご覧いただけます。

STSサガテレビ（36ch） 毎週土曜日 17：25～17：30

(富士町限定）「自主番組」毎日10：00～23：00

ＴＶ

ＴＶ

ＴＶ

FM 佐賀（77.9MHz） 毎週土曜日 12：40～12：55

NBCラジオ佐賀（1458kHz）

毎月第１土曜日 15：00～15：15

NBCラジオ佐賀（1458kHz）

毎週月・水・金曜日 11：05～11：10

古紙配合 ％再生紙を
使用しています。

この印刷物は大豆油インキ
を使用しています。

この冊子は 部当たり約 円で作成しています。

(ただし人件費など間接経費は含まれていません)

市では河川清掃に必要な用具を貸し出しています（無

料)。遅くとも清掃の10日前までには自治会などで取り

まとめの上、本庁河川砂防課へお申し込みください。

※お願い

・この時期に集中して清掃が行われるため、数が不足す

ることがありますのでご了承ください。

・同一町区内で複数の配送場所を指定されても配送体制

の都合上、対応できませんので、配送場所は１カ所に調

整ください。また、場合によっては配送場所の変更をお

願いする場合がありますのでご了承ください。

・道路側溝に関することは道路課へお願いします。

河川から出たゴミは市で回収します。河川砂防課へご

連絡ください。

・草、泥、空き缶など種類別に分けてください。

・２トントラックが入れる場所、道沿いの場合は自動車

が離合できる場所１カ所にまとめてください（回収時間

の短縮、安全確保のため）。

・コンテナに泥土を入れる場合は、新聞紙を１枚敷くと

スムーズに回収できます（入れる量は７～８分目）。

※ご注意ください

・河川から出たゴミ以外は回収できません（家庭からの

粗大ゴミ等の不法投棄は回収しません）。

・農業用水路等の清掃で重機等を用いて大量に浚渫され

る場合は、泥土の運搬ができないことがあります。事前

に本庁河川砂防課および農村環境課へご相談ください。

兵庫小学校 川原希彩さんの作品（平成18年度河川愛護標語金賞)

今年もきれいな川と快適で住みよいまちづくりのために、今月30日から秋の「川を愛する

週間」が始まります。この期間は自治会や事業所を中心に市内の各所で河川清掃が行われま

す。みなさんで身近なボランティアに参加して、みなさんできれいな川を守りましょう。

佐賀市では、秋の「川を愛する週間」に先立ちまして、市職員による河川清掃

を行います。そこで職員と一緒に河川清掃に参加いただける市民のみなさんを募

集しております。

■日 時 9月22日㈯ ※小雨決行。悪天候の場合は中止。

（集合）午前6時45分 （清掃）午前7時～午前9時

■場 所 お問い合わせください。

※当日は汚れてもよい服装でご参加ください。※清掃用具は市役所で準備します。



9月は固定資産税(第3期)と国民健康保険税(第4期)の納期です。納期限は10月1日㈪です。

人口データ

毎月１日は

佐賀市いじめ･いのちを考える日」
いじめをなくそうみんなの力で！

佐賀らしい広告物のルール（条例）を作ろう！

自家用広告物に一定のルールを設けます

市全域を規制の対象とします

平成20年4月1

日からです。

現在ある自家用広告物 条例施

行から5年間は手続き等は不要です。

※条例の2本柱
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各支所代表電話番号 諸富支所 ☎ ・ 大和支所 ☎ ・
（市外局番 ） 富士支所 ☎ ・ 三瀬支所 ☎ ・

人口 人(－ ) 男 人(－ )

世帯 (－ ) 女 人(－ )

※平成 年 月末日現在の人口、世帯数

（ ）内は前月との差

○看板がないと場所がわからない！

○お店の宣伝もしなきゃ！

○看板がないとまちがさびしい！

○うーん、でも数が多すぎるのはちょっと

○派手すぎるのもどうかなー

○あんなに大きくなくてもわかるし

○車や歩行者の邪魔になる場合もあるし…

そうだ！ お互いの主張をとり入れて

とにかく、自分のお店を

アピールする看板が

大きすぎる！

なんといっても佐賀の

良さは、広い田園風景や

自然よね！

市内の広告物の8割以上が自家用広告物※ ですが、

これまで自家用広告物の規制はありませんでした。

これまでは、自然豊かな山の手や、広い農村・田園

地域にはルールがありませんでした。

※自家用広告物とは、自己の氏名、名称、店名、商標、事業営業内容を自己

の住所、事務所、営業所、作業所に表示又は設置するもの

すぐにやるの？
条例の施行（ルールの適用開始）は

それ以降に自家用広告物を出す場合は、

許可等の手続きが必要です。

ただし、 については、

◎問い合わせ

〒840-8501 佐賀市栄町１番１号

本庁 建築課 都市景観係

☎40・7172 40・7392

kenchiku＠city.sag a.lg .jp


